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『日本十進分類法新訂 10 版』の検討 その(13)   
―8 類 言語― 
A Critique of the Nippon Decimal Classification, 10th Edition  
Pt.13  Class8  Language 
 
川瀬綾子† 米谷優子†† 村上泰子††† 北克一†††† 
 KAWASE Ayako†, MAITANI  Yuko†† MURAKAMI Yasuko†††, KITA Katsuichi†††† 
 
概要：日本図書館協会分類委員会により、『日本十進分類法新訂 10 版』が 2014 年 12 月
発行された。1995 年 8 月の日本十進分類法新訂 9 版の刊行以降、概ね 20 年ぶりの日本十
進分類法の改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う『日本十進分類法新訂 10 版』のうち、本稿では、
「8 類 言語」について、検討を進めた。 
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１ はじめに 
 2014 年 12 月に『日本十進分類法新訂 10 版』(以
下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行された1。
1995 年 8 月刊行の『日本十進分類法新訂 9 版』
以来、概ね 20 年ぶりの改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う
『NDC10』について、検討を進めたい。なお、本
稿では多面的な検討内容の内、『NDC10』の「8
類 言語」について検討を行う。 
本稿では、最初に「8 類 言語」全体の構造を
確認し、その後、『NDC10』の「8 類 言語」を
構成する要素について検討する。 
 
２ 分類員会の 8類改訂への意向 
『NDC10』の試案説明会において日本図書館協
会分類員会では、8 類「言語」の改訂について以
下のように述べている2。 
 
グローバリゼーションにおいて重要な分野 
†  京都精華大学 
††  大阪市立大学・関西大学等 
††† 関西大学 
†††† 相愛大学 
である。日本に関係の深い国の言語、また少
数言語への配慮も必要である。10 版におい
ては、言語学の進化に配慮しつつ、各言語の
展開の充実に努めた。具体的にはアジアの言
語、特に隣国、韓国と中国の言語である朝鮮
語、中国語の展開の充実をはかった。同様に
インド諸語の展開も見直した。   
なお、言語共通区分を細目表に掲載し、そ
の適用を表示することした。それに伴い、各
言語の下の言語共通区分に関する注記を削
除した。さらに各言語の下にあった形式区分
に関する注記を削除した。 
 
 このように、グローバル化の流れを受けて日本
との関係が特に深い言語-すなわち文献点数の多
い言語-の展開が見直されることとなった。 
 
３ 「8類 言語」のグローバル化 
 本章では分類員会がグローバル化をしたという
8 類について検討する。 
『NDC10』は、日本国内で主要とみなされてい
るであろう言語について、綱目表でその言語を表
している(表 1)。これは旧版から引き継がれている
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事項であり、変更は難しい。これについては「各
類概説」では、「各言語は日本語(810)を先頭に、
中国語(820)、その他の東洋の諸言語(829)と続き、
以下西洋の主要言語として、英語(830)、ドイツ語
(840)、フランス語(850)、スペイン語(860)、イタ
リア語(870)、ロシア語(880)を第二次区分(綱)で取
り上げている。」3と『NDC9』の「各類概説」4に
はなかった解説が追記されている。 
「各類概説」では、「その他」としてグルーピン
グされた言語である「その他の東洋の諸語」が「日
本語」や「中国語」等の言語と同一視されている。
これは『NDC10』への改訂時にアジアの言語を拡
充されたことによるものと類推される。しかし、
第二次区分表で「その他のゲルマン諸語」等とも
記述しているのであれば「各類概説」においては
「その他の東洋の諸言語」と同程度の言及が必要
ではなかろうか。 
 
表 1 8 類（第 2 次区分表） 
 
 
主要とみなされなかった言語については「その
他の○○諸言語」として記され、本表でそれぞれ
の言語が展開されている。これも『NDC9』から
引き継がれている。 
これらの「諸語、諸言語」とされた各言語につ
いて本表を確認すると、「諸語、諸言語」には 3
つの構造がある。1 つ目は○○諸語：○○語，△
△語という構造で、諸語の後に各言語が記述され
ているものである。例えば「829.45 ポリネシア
諸語：マオリ語，ヌクオロ語，サモア語，ツバル
語，トンガ語」等である。2 つ目は例えば「849 そ
の他のゲルマン諸語」のように下位に.1 低地ドイ
ツ語．フリジア語[フリースランド語]、.2 フラマ
ン語などの細区分された言語がある「○○諸語」
の上位、ブランクノードとなっているものである。
3 つ目は、例えば「897.9 パプア諸語」のように
詳細な言語が記述されていないものである。この
3 種類の相違は何なのかその説明が「各類概説」
等で必要ではないだろうか。 
『NDC10』では各種言語を扱えるように「諸言
語」という構成を取っている。そして『NDC9』
よりもより丁寧に各種言語が扱われてはいる。し
かしながら、この言語数ではまだ十分ではない。
現在世界では、数え方には違いがあるものの、約
7000 の言語が存在している5。限られた記号を用
いてこれら全ての言語を表すのは困難であり、ま
た発行される資料数を勘案すると得策とも言えな
い。しかしながら、外務省が国として認めている
国々6の公用語はせめて記述が必要ではないだろ
うか。特にアフリカ諸国の公用語については記述
されていないものが多々あった。直近の増訂時に
早急な追加を望んでおきたい。 
次に 2 言語を扱う辞典の分類方法として、<810 
/ 890 各言語>の中間見出しの下に、言語共通区
分に続いて以下の注記がある7。 
 
(1) 日本語対外国語のものは、外国語の下に収
める；ただし、漢和辞典および外国人向け
の日本語辞典は、日本語の下に収める 
(2) 外国語対外国語のものは、日本人にとって
疎遠な言語の下に収める  
(3) 疎遠な言語を判断し難いものは、見出し語
（解釈される語）の言語の下に収める；な
お、外国語対外国語のもので、双方から検
索できるよう 2 部分から構成されている
辞典は、後半が明らかに主要と判断されな
い限り、前半を対象として分類する。 
 
このように 2 言語を扱う辞典についての分類法
を決めているが、第 2 の「日本人にとって疎遠な
言語」の判断は難しく、育ってきた環境下等によ
っても大きく異なるであろう。「 (2)外国語対外国
語のものは、日本人にとって疎遠な言語の下に収
める」は削除するべきである。 
80  言語 
81    日本語  
82    中国語．その他の東洋の諸言語 
83  英語 
84    ドイツ語．その他のゲルマン諸語 
85  フランス語．プロバンス語 
86  スペイン語．ポルトガル語 
87  イタリア語．その他のロマンス諸語 
88  ロシア語．その他のスラブ諸語 
89  その他の諸言語 
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『NDC10』の 8 類はグローバリゼーションの流
れを受けての改訂と謳っているが、残念ながらそ
の流れを完全には汲めていない。グローバル化を
謳うのであれば、尚の配慮が今後必要であろう。 
 
４ 『NDC10』における「8類 言語」の構造につ
いて 
本章では、「8 類 言語」を構成する要素を概観
する。 
 『NDC10』の「8 類 言語」を構成するのは、
主題としての言語の 1 分野のみである。『NDC10』
の「各類概説」においても「この類には、言語に
関する著作を収める」8と記述している通りであり、
記号法の破綻はない。 
8 類は「言語」をつかさどる分野であり、この
構造は一般補助表の言語区分と符合しているため、 
0 類の「030 百科事典」や「040 一般論文集．一
般講演集」、「050 逐次刊行物」、「080 叢書．全
集．選集」に多大な影響を与える。これは 0 類の
「各類概説」においても「百科事典(030)は、原著
の言語による言語区分を行い、031/038 に収める。
（以下、略）」9と記述されている。尚、この問題
点は後述する。 
また同様にこの言語区分を使用して 9 類は構成
されている。 
以下に『NDC10』第 2 次区分表(綱目表)を基に
8 類と 9 類を表 1(前掲)・表 2 で比較してみる。 
 
表 2 文学（第 2 次区分表） 
 
 
このように 8 類と 9 類はもちろん言語の配列が
同一である。ただし、「83 英語」が「93 英米
文学」となり、「98 ロシア・ソビエト文学」で
は「ソビエト」が追記されている。また、「82 / 88」
の「その他の○○諸言語」が「92 / 98」「その他
の○○文学」となっている。「89 その他の諸言語」
に関しては、「99 その他の諸言語文学」となって
おり、ここでのみ「諸言語」という文言が使用さ
れている。なお、9 類文学における諸言語の扱い
については『日本十進分類法新訂 10版の検討 そ
の(14) -9 類 文学-』にて取り上げる10。 
 
 
５ 言語(800 / 899)の構成 
 言語(800 / 899)の構成を、一部細目表を使用し、
本文末尾の別表 1 に示す。 
このように第 3 次区分以降では複数の言語が同
居していることが分かる。 
ここでは、言語の諸問題を検討する。 
 
5.1  「8 言語」 
「802 言語史．事情．言語政策」には英訳とし
て History and conditions とある。これでは「歴
史．事情」という意味になってしまうため、正確
な主題を表せていない。他の類の「○○史．事情．
政策」と英訳と合わせて History and conditions 
of language ． Language policy も し く は
Linguistic history and conditions．Language 
policy とするべきであろう。なお、分類によって
主題が名詞の場合もあれば形容詞で表現されてい
る場合があり、英語訳が異なっている点にも留意
するべきである。 
「807 言語教育」には「*言語教育(小・中・高
等学校) →375.8；言語教育(幼児) →376.158」と
あり、「をみよ参照」となっている。ここで、
「375.8」を確認すると、日本語(国語)教育である
ことが分かる。しかしながら、英語教育が義務化
されていることを勘案すると、日本語(国語)教育
のみで良いのだろうか。検討を要する。 
 
5.2  「83 英語」 
「英語」について 8 類を 9 類と比較すると、「83 
英語」は「83 英米語」とする方がより整合性は
90   文学 
91     日本文学 
 92     中国文学．その他の東洋文学     
93   英米文学 
 94     ドイツ文学．その他のゲルマン文学 
 95   フランス文学．プロバンス文学 
 96   スペイン文学．ポルトガル文学 
97   イタリア文学．その他のロマンス文学 
98   ロシア・ソビエト文学．その他のスラ
ブ文学 
99  その他の諸言語文学 
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ある。しかしながら、一般的に日本では「英語」
は義務教育中に英語教科書で学習するアメリカ英
語であろうため、わざわざ「米語」を記述する必
要は無いのかもしれない。ただし、本表の「830 
英語」には「*アメリカ英語も、ここに収める」と
しているため、第 2 次区分表で想定している「83 
英語」はイギリス英語ということである。この注
記に注目すると、「アメリカ英語」への配慮しか無
く、他の英語圏の記述は無い。オーストラリア英
語、ニュージーランド英語等、他の国でも英語を
公用語としている国々があるが、その記述は見ら
れない。これらを方言とみなすのであれば「838 
方言．訛語」の第二注記に「*オーストラリア英語
は、ここに収める」等との記述が必要であろう。 
次に言語の時代別区分に目を向けると日本語は、
「810.23 古代語」、「810.24 中世語」、「810.25 近
世」、「810.26 現代語」の展開となっている。し
かし、英語については「890.23 古英語[アングロ
サクソン語] －1100」、「830.24 中英語 1100－
1500」、「830.25 近代英語 1500－」と時代区分
が近代で止まっている。ウィリアム・シェイクス
ピア時代の英語も現代英語も近代英語に属するこ
とになり、違和感がある。参照する辞典類によっ
ても異説あろうが、近代英語は初期近代英語とそ
れ以降を分けるべきではなかろうか。もしくは、
日本語のように「現代語」も必要ではなかろうか。 
 同様に中国語等にも日本語のような時代による
区分は無い。累積出版点数などを斟酌された結果
であろうか。 
 
5.3  「829.1 朝鮮語」 
日本政府は北朝鮮を国としては認めていない。
また、北朝鮮の言語を扱う資料数は少ないが、厳
密には、朝鮮語は韓国語と北朝鮮語とで言語に差
異がある。これは「方言．訛語」の範囲とみなす
のであろうか。そうであれば注記に記す必要があ
ろう。 
 
5.4  「893.1 ケルト諸語」 
『NDC』で主要とされなかった各種言語は諸語
の下に展開されている。しかしながら、「893.1 ケ
ルト諸語」は特殊な展開となっている。本来であ
れば「893.11」や「893.12」の下に「アイルラン
ド語」や「ブルトン語」が展開されるはずである
が、「893.2 アイルランド語，スコットランド・
ゲール語」、「893.3 ブルトン語．ウェールズ語．
コーンウォール語」となっている。ただし、イン
デンションで１字右インデントされ、ケルト諸語
の下位区分であることが示されている。なお、
「.494 北欧語」等においても同様である。短縮繰
り上げを行うのであれば、「各類概説」において説
明すべきである。 
 
６ 「言語共通区分」 
「8 類 言語」は言語共通区分により細分するこ
とが可能である。以下に言語共通区分を記す。 
 
【言語共通区分】 
－1 音声．音韻．文字 
－2 語源．意味 [語義] 
－3 辞典 
－4 語彙 
－5 文法．語法 
－6 文章．文体．作文 
－7 読本．解釈．会話 
－78  会話 
－8 方言．訛語 
 
「各類概説」にもある通り、「言語共通区分を適
用できるのは、個々の言語に対してであり、諸語
のような言語の集合や分類記号を複数の言語で共
有している言語に対しては適用できない。」11と述
べている。 
 これは諸言語、または言語を共有して使用して
きたためであり、今後の『NDC』改訂に言語の展
開を考えた結果である。ただし、大学や専門学校
等で学習することもある言語が展開できないので
は大学図書館としては対応に困るのではないだろ
うか。 
 
７ 形式区分と言語共通区分の使用 
筆者のうち 3 名は、先に『NDC』 改訂の「試
案」について提言、指摘した内容を再構成し、ま
とめている12。ここでも「不文律」について指摘
したが、形式区分は言語共通区分の後につけるこ
とが例示で明記され「不文律」は改められた。 
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しかしながら、形式区分には注意を要する13。
例えば、「801 言語学」に形式区分を付与する際
には注意が必要となる。「言語学の参考図書」とな
ると、「801 言語学」に「形式区分‐03」を付与
するが、本表にある「801.03 社会言語学」とバ
ッティングしてしまう。そのため、「0」を追加し
て、「801.003」としなくてはいけない。このよう
な注意点は注記にでも記述しておく方が、初学者
にとってはありがたい。 
 
８ 言語共通区分の適用、0類の言語区分の適用 
 ここで言語共通区分の適用及び 0 類での言語区
分の適用について検討する。 
 
8.1  言語共通区分の適用 
固有補助表の言語共通区分による細分は、「各類
概説」が述べるように、「言語共通区分を適用でき
るのは、個々の言語に対してであり、諸語のよう
な言語の集合や分類記号を複数の言語で共有して
いる言語に対しては適用できない。」14のである。 
 一方、細目表の「<810 /890 各言語>」では、
次の記述がある(下線筆者)15。 
 
 *各言語は、すべて言語共通区分により細
分することができる 例：829.762 アラビア
語の語源；ただし、言語の集合(諸語)および
分類記号を複数の言語で共有している言語
には付加しない例：829.37 モン・クメール諸
語の音声、829.42 インドネシア語の辞典 
 
 また、この記述は固有補助表の「9) 言語共通区
分」でも、繰り返されている16。なお、二つの事
例の内、「829.37 モン・クメール諸語の音声」は、
言語の集合(諸語)の事例であり、番号構築はでき
ない、という事例である。同じく、事例「829.42
インドネシア語の辞典」は、分類記号を複数の言
語で共有している言語の事例であり、これも番号
構築はできない、という事例である。 
 しかし、使用不可の事例を分類記号と共に示す
ことは、実に紛らわしい。どうしても表記したけ
れば、分類記号の先頭に「×829.37 モン・クメー
ル諸語の音声」とでも表記し、一目瞭然とすべき
である。 
 なお、『NDC9』では、一般補助表の「III 言語
区分」において、「2.1  030, 040, 050, 080」にお
いて、次のように記述している17。 
 
 分類記号に直ちに付加する。 
  例) ポルトガル語で書かれた百科事典 
    036.9 (=03 + -69) 
  ただし、030, 040, 050 においては、-9 以下
は 0*8.99 に付加する。(*=3, 4, 5) 
   例) アイルランド語で書かれた論文集 
    048.99932 (=048.99 + -932) 
 
  『NDC10』での展開に比べて、『NDC9』のほ
うが、明らかに明晰である。分類委員会の再検討
を願う。 
 
8.2   <031 / 038  各言語の百科事典>について 
 <031 / 038  各言語の百科事典>は、記号法上は
0 類総記の分野であるが、0 類総記の検討におい
ては、大きく変更が加えられた情報学分野を中心
に検討を行ったため、各言語の百科事典について
は、論述を控えた。各言語の百科事典については、
実際の記号展開において、8 類又は一般補助表の
言語区分を使用することより、8 類を扱う本稿で
言及を行う。 
 ここで、例示として「038.999 その他の諸言語
の百科事典」を取り上げよう。まず、「030 百科
事典」の下位項目である「038 ロシア語」の部分
を抜粋で示す。 
 
   030 百科事典  
            *原著の言語による言語区分 
   <031 / 038  各言語の百科事典> 
     (中略) 
      038     ロシア語 
          .9   その他のスラブ諸語 
         *889 のように言語区分 
例：038.98 ポーランド語の
百科事典  
          .999 その他の諸言語 
                  *891 / 899 のように言語区分 
 例：038.99932 アイルラン
ド語の百科事典 
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 このように「038.999 その他の諸言語の百科事
典」には、注記「*891 / 899 のように言語区分 
例：アイルランド語の百科事典 038.99932」があ
る。これについて考えていく。 
 まず、8 類でアイルランド語を参照すると、
「893.2 アイルランド語」が存在する。また、分
類項目のインデンションが分かり易い一般補助表
の言語区分を抜粋で引用する。 
 
 -8    ロシア語 
  -89   その他のスラブ諸語 
     (中略) 
  -898    ポーランド語 
  -9    その他の諸言語 
          (中略) 
 -93   その他のヨーロッパ諸言語 
 -931    ケルト諸語 
  -932      アイルランド語．スコットランド・ 
ゲール語 
 
ここで、一般補助表の言語区分では、「-932 ア
イルランド語」がある。これより、単純に「038.999 
+ -932 = 038.999932 アイルランド語」とすると、
注記中での例示の「アイルランド語の百科事典 
038.99932」にならない。これは、見出しの
「038.999 その他の諸言語の百科事典」の内、最
後の「9」は、「.91 / 99 として展開せよ」の指標
と介すればよい。またこれは、一般補助表の言語
区分「-9 その他の言語」の意味でもある。 
 よって、アイルランド語の百科事典は、「038.99 
+ -932 = 038.99932 アイルランド語の百科事典」
となり、注記の事例と一致する。 
 では、ポーランド語の百科事典はどうか。ロシ
ア語の百科事典は、「03 + -8 = 038 ロシア語の百
科事典」であるので、同様にポーランド語の百科
事典は、「03 + -898 = 038.98 ポーランド語の百科
事典」となる。 
 ここで、この二つの事例を比較してみよう。 
 「038.99 + -932 = 038.99932 アイルランド語
の百科事典」 
 「03 + -898 = 038.98 ポーランド語の百科事典」 
 すなわち、「-8」のロシア語及び「-89 その他の
スラブ諸語」の百科事典と、「-93   その他のヨー
ロッパ諸言語」の百科事典とでは、一般補助表の
言語区分を合成する時の、左側の基数が異なる。 
 では、人工言語のエスペラント語の百科事典の
場合はどうなるのだろうか。やはり、「038.99 + 
-991 = 038.99991 エスペラント語の百科事典」と
なる。すなわち、一般補助表の言語区分において、
「-9 その他の諸言語」以降に列挙されている言語
の百科事典は、「038.999」の注記に従い、「038.99 
+ 一般補助表の言語区分の言語記号」の形を取る。 
 しかし、こうした合成規則を「038.999 その他
の諸言語の百科事典」から読み解くのは、著しく
困難である。「各類概説」での丁寧な解説と、本表
中、該当箇所での分かり易い注記の追加を求めた
い。 
 なお、一般補助表の言語区分において、一つの
記号で、「-932 アイルランド語．スコットラン
ド・ゲール語」のように複数言語が「同居」して
いる場合に、その個々の言語の百科事典は個々に
展開ができる。 
  
９ 点字と手話 
 「801.91 点字」が新設された。注記に「*特定
言語の点字もここに収める」とあるが、特定言語
に依拠しない点字＜一般＞とは、どのような資料
であろうか。 
また「801.92 手話」も今回に新設された項目
である。ただし、文献数が相対的に多いと考えら
える日本語の手話は、ろう者が主に使用する日
本手話と、日本語を既に獲得した中途失聴・難
聴者が主に使用する日本語対応手話がある。両
者を識別可能なように「801.92」の下位展開を
望む。 
 
１０ さいごに 
本稿を終えるにあたって『NDC10』刊行へと長年
のご苦労を積み重ねられた歴代の分類委員会委員
の方々に感謝の意を捧げたい。歴代の委員長，委
員の方々については「本表・補助表編」の冒頭の
「分類委員会報告」に記されている18。 
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別表 1 言語(800 / 899)の構成 
 <800 / 809  言語> 
      800    言語 
         801     言語学 
      802   言語史・事情．言語政策 
      803   参考図書［レファレンスブック］ 
      804   論文集．評論集．講演集 
      805   逐次刊行物 
      806   団体 
      807   研究法．指導法．言語教育 
      808   叢書．全集．選集 
      809   言語生活 
           
      810    日本語 
            811      音声．音韻．文字 
            812      語源．意味［語義］ 
      813   辞典 
      814   語彙 
      815   文法．語法 
      816   文章．文体．作文 
      817   読本．解釈．会話 
      818   方言．訛語 
      819   (空番)  
           
            820    中国語 
       821      82/88 は日本語と同様の配列となっている。（下線筆者） 
            (以下、中略) 
            829     その他の東洋の諸言語 
                .1   朝鮮語［韓国語］ 
          (以下、中略) 
        .2     アイヌ語 
                   (以下、中略) 
                .3     チベット・ビルマ諸語 
            *シナ・チベット諸語は、ここに収める 
          (以下、中略) 
      830     英語 
(以下、中略) 
            839     (空番) 
      
      840    ドイツ語 
 (以下、中略) 
            849    その他のゲルマン諸語 
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850    フランス語 
 (以下、中略) 
            859    プロバンス語 
 
860    スペイン語 
(以下、中略) 
            869    ポルトガル語 
  
870     イタリア語 
(以下、中略) 
            879     その他のロマンス諸語 
      
 880    ロシア語 
 (以下、中略) 
            889    その他のスラブ諸語 
  
890    その他の諸言語 
891     ギリシア語 
      892   ラテン語 
      893   その他のヨーロッパの諸言語 
      894   アフリカの諸言語 
      895   アメリカの諸言語 
      896   (空番)   
      897   オーストラリアの諸言語 
      898   (空番)  
      899   国際語［人工語］ 
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